
省

令

告

示

平成™œ年š月™™日 金曜日 第�—˜—号官 報
〇
総
務
省
令
第
十
九
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
従
事
者
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
従
事
者
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
従
事
者
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
総
務
省
令
第
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年

電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
五
十
一
条
の
十
五

第
二
項
の
表
六
の
項
の
改
正
規
定
中「「
修
了
し
た
」
を
削

り
」
を「「
国
家
試
験
」
を
「
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一

号
の
国
家
試
験
」
に
、「
無
線
従
事
者
の
養
成
課
程
」を「
養

成
課
程
」
に
」
に
改
め
、「
の
主
た
る
実
施
の
場
所
（
そ
の

場
所
が
外
国
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
養
成
課
程
を
実

施
し
た
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
。」を
削
り
、「
を
修

了
し
た
者
の
住
所
、
同
項
第
三
号
」
を
「
七
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）、
同
条
第
二
項
第
三
号
の
無
線
通
信
に
関
す
る

科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
同
号
」
に
、「
法
第
四
十
一
条
第

二
項
第
四
号
」
を
「
に
お
い
て
無
線
通
信
に
関
す
る
科
目

を
修
め
て
卒
業
し
た
者
の
住
所
又
は
法
第
四
十
一
条
第
二

項
第
四
号
の
資
格
、
業
務
経
歴
等
に
よ
り
免
許
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
の
住
所
」
に
、「
同
項
第
四
号
」
を
「
の
所
在

地
又
は
修
了
し
た
従
事
者
規
則
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る

認
定
講
習
課
程
の
主
た
る
実
施
の
場
所
。
た
だ
し
、
申
請

者
の
住
所
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。」に
改
め
、
同
表
七

の
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
二
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九

号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
方
面
総
監
部
、
師
団

司
令
部
、
旅
団
司
令
部
及
び
中
央
即
応
集
団
司
令
部
組
織

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

方
面
総
監
部
、
師
団
司
令
部
、
旅
団
司
令
部
及
び

中
央
即
応
集
団
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

方
面
総
監
部
、
師
団
司
令
部
、
旅
団
司
令
部
及
び
中
央

即
応
集
団
司
令
部
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
総
理
府
令

第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
第
一
師
団
司
令
部
、
第
四
師

団
司
令
部
、」を
削
り
、「
、
第
十
師
団
司
令
部
、
第
五
旅
団

司
令
部
及
び
第
十
二
旅
団
司
令
部
」
を
「
及
び
第
十
師
団

司
令
部
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
三
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九

号
）
第
三
十
条
の
十
一
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
総
隊
司

令
部
、
航
空
支
援
集
団
司
令
部
、航
空
教
育
集
団
司
令
部
、

航
空
開
発
実
験
集
団
司
令
部
、
航
空
方
面
隊
司
令
部
、
航

空
混
成
団
司
令
部
及
び
航
空
団
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

航
空
総
隊
司
令
部
、
航
空
支
援
集
団
司
令
部
、
航

空
教
育
集
団
司
令
部
、
航
空
開
発
実
験
集
団
司
令

部
、
航
空
方
面
隊
司
令
部
、
航
空
混
成
団
司
令
部

及
び
航
空
団
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

航
空
総
隊
司
令
部
、
航
空
支
援
集
団
司
令
部
、
航
空
教

育
集
団
司
令
部
、
航
空
開
発
実
験
集
団
司
令
部
、
航
空
方

面
隊
司
令
部
、
航
空
混
成
団
司
令
部
及
び
航
空
団
司
令
部

組
織
規
則
（
平
成
元
年
総
理
府
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
二
課
」
を
「
四
課
」
に
、「
人
事
課
」
を

「
人
事
課

会
計
課

厚
生
課
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、

第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
削
り
、
第
九
条
を
第
十
一
条

と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ

る
。第

五
条
中
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
一

号
を
第
八
号
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
会
計
課
）

第
六
条

会
計
課
に
お
い
て
は
、経
費
及
び
収
入
の
予
算
、

決
算
及
び
会
計
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
厚
生
課
）

第
七
条

厚
生
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

一

隊
員
の
恩
給
、
退
職
手
当
及
び
災
害
補
償
に
関
す

る
こ
と
。

二

隊
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

三

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る

若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
（
以
下
「
若
年
定
年
退
職

者
給
付
金
」
と
い
う
。）に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
航
空
救
難

関
係
、」を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
航
空
救
難
及
び
」
を

削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十

七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
二
年
自
治

省
告
示
第
百
六
号
（
予
算
科
目
に
係
る
補
助
金
の
う
ち
補

助
事
業
者
が
市
町
村
で
あ
る
も
の
の
交
付
に
関
す
る
事
務

を
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
こ
と
と
し
た
件
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
度
分
の
補
助
金
等

か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
三
年
度
以
前
の
予

算
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

表
の
上
欄
第
十
四
号
中
「
東
村
分
遣
所
機
能
高
度
化
事

業
」
の
下
に「
及
び
今
帰
仁
村
分
遣
所
機
能
高
度
化
事
業
」

を
加
え
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
一
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
五
年
自
治
省

告
示
第
十
五
号
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
金
等
の
交

付
に
関
す
る
事
務
を
消
防
庁
長
官
に
委
任
し
た
件
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
度
分
の
補
助

金
等
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

表
の
上
欄
第
十
四
号
中
「
東
村
分
遣
所
機
能
高
度
化
事

業
」
の
下
に「
及
び
今
帰
仁
村
分
遣
所
機
能
高
度
化
事
業
」

を
加
え
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
二
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

規
則
第
十
四
号
）
第
三
十
四
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
年
郵
政
省
告
示
第
二
百
四
十
五
号
（
主
任

無
線
従
事
者
の
講
習
の
期
間
の
特
例
を
定
め
る
件
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

第
二
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
る
。

〇
総

務

省

法

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
五
号

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特

定
認
証
業
務
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

１
廃
止
に
係
る
認
定
認
証
業
務
の
名
称
税
理
士
証
明

書
発
行
サ
ー
ビ
ス

２
廃
止
に
係
る
認
定
認
証
業
務
を
行
う
者
の
名
称
日

本
税
理
士
会
連
合
会

３
廃
止
に
係
る
認
定
認
証
業
務
を
行
う
者
の
住
所
東

京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
1
1番
８
号

４
認
定
の
年
月
日
平
成
1
6年
１
月
1
6日

５
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
平
成
2
5年
４
月
８
日

６
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
係
る
電
子
証
明
書
の
値
を

ハ
ッ
シ
ュ
関
数
Ｓ
Ｈ
Ａ
`
１
で
変
換
し
た
値（

1
6進
数
）

B
3
C
6

8
4
3
8

C
3
4
7

0
D
9
A

2
8
C
0

F
D
1
8

7
3
A
D

9
E
F
4

2
C
7
4

8
F
D
F

〇
総

務

省

法

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
六
号

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特

定
認
証
業
務
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充
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